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生物の種類におっτ著し〈相違する事、還元
植生成の最適 pHは粘度慢下の夫さ異つτゐる
事、賓輸に用いた2菌種の揚合では粘度低F及
jItot'opdc出 aseの最遁pHが近接しτゐる事が5f
る。
(4)型船基質を調製する時抽出時のpH
4>低下せLめる事によっτ.ltる符z度タロン酸の
含量や高める事が出来たがアラパン含有量を著
t..<低ぐする事は出来なかった。
peCtiBωe I二粘度低下の著しいも.のさ還元横生
成の顕著な志のさ二積有布す;るようであめ前者
さ protopeetins(ie作用は卒行するようである。
終に本質識で懇切な御指導ぞ脇った片桐先生.
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桔抗作用を有する放射状菌に就て
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1.緒雷徴金物の措抗作用じ闘する研究
は古〈カ、ら仔はれt:.所で、既に1877年バスツー
ルは「戚る一定の細菌の稜宵は他の種類の存在
によって阻止せ￡れる事J~鷲見Lてゐる。 桔
抗酸生物を臆用して顕著な効果会場けたものざ
しては置準に於るペニシ'ンがあるD級物病理
穆に於τち多〈の研究者.によって取扱はれτ居
b、本邦にては日野、逮j蟻氏等の研究長ある。
筆者等は桔抗酸生物~利用して植物病害そ防
除する事について研究者F行って居るのであるが
障に報告するものは、 ト7 ト青粕前薗〈煙草主
枯病菌)Bacterium 801姐峨釘四日.F. 8凶thじ
掛し、強い桔抗作用~示す四種の放射賦薗に就 ・
の賢験結巣である。求だ研究の日浅く、 m漏
め点が多いが、石充分の所は今後の研究に倹つ
穆さして、-.11取纏めた究第である。
こ‘で、徴生物の詰抗作用について集者等の
響へ会活べ・τ置きたいさ思ふ司
般ーに.l!tる偉生物が、他の種類の猷生物が干7・
i{f乃至鷲宵する事じよって致死一又は賛育ぞ阻
害せられる作用を慣生物括抗作用さ謂ふq この
微生物桔抗現象の原因さしては多〈の因子があ
るものさ思はれるが、(1)拾抗徴生物によ今て
pJlが型化する揚合、 (2)祭養分令調占する揚
合、 (3)拾銑徴生物が旺盛じ聾宵しτ、他-a>凌
駕する揚合、(.J)毒索令生産寸る揚合L等が
牟t-られる。筆者等はこれ等争直別Lτ、毒素
形成に由る場合ぞ狭畿の拾抗作用さし‘其の他
の揚合そも含めτ一般的拾抗作用令虞義のもの
さ考へ、毒素形成による狭義の拾抗作用令、研
究の目的ざし大。縫って集者警の謂ふ蹟生物拾
抗作用は「或る霞俊物が、他の種類の慣生物の
存在乃至賛背によっτ:1:.生産される毒素の第に、
致死文iま費宵を阻害せもれる作用」さ調iまねば‘
ならないーとの毒素は、普遁抗菌物質さ呼ばれ
て居り、筆者等も之~聾用する。
本研究の費用は文部省自然科書陸試験研究費で
支排されたq 記じτ探甚の謝意令表する。
2:措抗微生物の選出
(1)供拭材料
(病原菌〉 トT ト膏枯病薗(煙車立枯病菌〉
Bactcrium solanacelU'um E F. Smithそト守ト及
び煙草被害株から分捧{;."病原性役確認したも
のや牛乳量百整基に培養保存L、質量疲に供しすこ。
〈放射朕薗〉 大際農業研究所紘物病理部所属
の薗綜及び土壌、堆肥等より分陣ιたもの合計
111種類宅佐用ひft?放射駅薗以外の償生物(細
菌糸蹴薗降ほ等)ιついても賓験ぞ行ったが4
-耳JJf局岡山煩草試政婦技官、本将I!tの議行合色に資重置について好，奮を示された石河谷身長に謝意書と費ずる。
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主主では省略する 9
(2)貰験方法措抗徴生物を寒天上に増聾す
・るさ、抗菌物質が生産され、来落の周囲に蹟散
されるコ次で病原菌・を、同寒天培養基に植付け
れば、抗菌物質の議散されてゐない都分だけに
習を宵して奈落の周園は藤育せ歩、透明な部分
ぞ生守る。この部分缶、阻止帯 '!'he.Zvne ot 
Inhibitionミ謂ふコこの方・法や筆者等は平田.培
養法さ呼び、拾抗徹生物の蓮出に用いてゐる。
筆者等の常用する方法を運べるさ突の如〈であ
る。
(卒面埼養法〉選出用場養基は局鈴聾 2閃g.
蒸溜*1ωoω.経衝液さしτ、O.2M N I¥OH ~4fi、
2ec. O. 2M. KH， 1>仇 415.0∞に寒天20%を加へ
pH.7.0さするq其シャーレは内径 7Csl底面卒
損な白色のものであるq
設薗シャーレに蓮出用培養基H'cc~旅して平
面さし、中央に供試徴生物令移植し 300。に3
貰験上、最も柱意すべき事は、雑菌の侵入防
止である。特に病菌を流しτ、蝕分の*-i>除〈
際ー雑菌‘が侵入する事が多い。病菌の懸濁液は
その懸濁度があまり漫いさ寒天上に鷲宵して生
今õ病薗豪落帯〈白濁~i透明の部分)が淡くな
るから、・梢々決い方が良いq 叉供試散生物が胞
子そ形成し、且つ接種rの蓮いちのでは、病菌を
流す際に胞子が四散して、小乗落'l'散坐する。
この揖合は胞子緊落費宵する以前に出来るだけ
平し阻止脅撃を観察する様にじ、若し出来なか
った揚合は、ラたの様にする。邸も病菌.懸漏波は
少し〈多量に用意し、これをシャーレのー側か
ら手早〈流し込み、反撃す側が低《なる様シャー
レ会傾けτ、懸濁液金集めτ捨でるq斯うする
さ、病薗々i主加した側に於ては胞子奈落の形成
なし限止帯を測定し得る。
(3)，賓験結果供猷敵生物中‘四種の放射賦
繭が明瞭な阻止有警告形成したーその測定結巣は
第1表の如〈である。
第l表 B的t. solanaee釘岨 I二射する
結抗放射賦薗の阻止帯形成
放射絞薗係 習量落直径 阻止帯の縞
No.1091 ，8.0runl o.Omm 
114.1 11.0 自.0
1164 6.0 6.0 
1166 8.0 U.6 
日培養するo供試菌が 30叫で費育羽車であれ
ば遁宜培養温度ぞ事長更するq 豪務が充分藤遣し
たものは取出して病原菌ぞ流す。卸ち、Bact.
8011¥1陶居留unの殺菌水懸濁液を作り少量を寒天
上t二倍加して、シャーレ々徐々に傾けて、基面 ・
}様に病菌-i>附著させる。蝕分の7.1<はシャー レ
を聞けτ素早〈捨てるq病薗金流し終ったもの
は 300Cの定温器に 3日間保ち、阻止帯の形成
ゐ調べ・る。阻止帯形成の有無じよって、詰抗作
用そ有するか否かが学問、阪止有事の幅さ、楽落
の大ささや測定する事じよって作用の強さぞ大
慢知る挙が出来る3
卒面培養法じ於て示される阻止帯の大きは大
世に於てその菌株の括抗作用の強さを示す。然
4種の桔抗放射賊薗の細菌類に針する作用第 2表
細 菌
ト一一--一一一一一一一一一ァ一一
Bact.回lanacearum
Bac.・ubtilio
Bac. coli∞mmunio 
8taphylocdecu8 pyogeneiL aureuo 
Staphyloc. pyogeneo albUI 
B配・ typhi -
Bac. tube'rculo・i‘t.gallin・ceu8
Bao. tubcroulo由 t.hum組四
Bact. Ip. No・】宮崎
Cl主) +J;IJ~作用有、ー印は作用せずの.
て-IFEL-!とLt
-'f- (.，7) 
L乍ら、之に依つてのみ、拾抗菌の優劣そ決定 鈴薯寒天Lプ4ヨシ寒夫、チヤベツク氏寒天、
する事は出来ない3伺さなれば、この賓験法は
金ての供試歯.株令同，:-'"'t条件で崎聾するのであっ
τs各樹林について最適のものではないからで
ある q夏に筆者等は、 4種の拾坑放射賦蘭の他
め細菌に射する作mの有無について、賓験令行
。、興味あ♂結果必得すこ;第2去に示す如〈で
ある正
第2去の結果によれば、細菌i二劃する作川か
ら、 No.1091. 1154 ~ 1141及び 1166拡夫々
相似たものであるが、全然同じ1:はない様であ
る。
この賓験によって得た4種の放射肱薗沿今後
の研究劉'，i換さして探!日した。
3.措抗放射扶菌とその抗菌物質・
4積の桔抗放射賊菌の形態生理及びその抗菌
物質tニついて、現有迄に知め得Tニ事令簡京に也 ' 
べれば吹の如〈であるコ
No.l<努L寒天主に白色~黄白色、粉服、梢々
降起L"tこ来落を形成、僅かに篠色々索を生産す
る。胞子豊富、基中菌糸形成良好であるプ4ヨ
グリセリン、ァ:シモニウム寒天等に費宵良好、
胞子生嬰富、馬鈴著書園筒、米粒等を軟化する。費・
宵遁i鼠.30・0最適 pH7.0液韓培養基に費高良
好で、液聞に繭苔~密生する。本菌株の抗菌物
質は培養波に含まれ‘熱に不安定で 90・01<:分
で破壊される。
No. 11M.寒天上に白色~桃赤色掛肢の稿、隆
起した豪落を形成、水溶性色素lま産生しないョ
各種の培養基に鷲育良好で、基中菌糸豊富、胞
子形成良好であるq炭素源三じでは薦糠を妻子遁
さし葡萄績は不良なある。費背遁li¥1<ト3S・0
最遁 pH7.0本菌林は水に不溶の赤色色素ぞ形
成し、色素はメタ )-)v，エチルアルコール、
クロロフ才ルム、キシロール、 トル才戸ルl二溶
解し、水、エ戸元 ;11，石油Fペンタシ、ペンプー
ルに不溶性であ芯q 抗菌物質は培養波及び薗櫨
じ含まれ、酸性水によって溶出し、アセトシぞ
1Jlへるさ沈灘するF黙に比較的安定1!lOU・01
時聞の漁熱で倣壊されない。
:No. 1166.寒天上に白色粉眠、敏のある豪落
を形成し、暗補色水溶性色素を生産するq各種
午寒天、グリセリ・人アン毛ニクム寒天、 M~鈴 の培章義に瑳育良好で、世育遁i昆33"'"部・0最
襲寒天によく藤育する。炭素諒は術萄積、多芽 遁 pH7.0 液髄壊養に於τ液面に奈落-å?~寄生し
績が好遁で薦司自は苓良である()~査育適温24-26 て、液中に菌糸塊ぞ形成するョ抗菌物質は培養
.0.最適 pH7.0波樟培養基によ〈畳育し、波 '液中l二台ま'れ熱lニ不安定でLOood10分で破壊せ
面に隆起した豪落を需生し、液中じI笥糸塊~~膨 られる。本薗祢は、 No.1141に似るも、馬鈴薯
成する。本薗株の抗菌物質は培養液中にも含ま . 米粒J'.e軟化しない臼
れるカがt九、
F滞普へ巴れる口波lじ二合まれゐものは活と斗生L主~~炭建に吸着 養占基L養分苫聾育Oめ〉閥係aを?貰験し、夫令について
せしめ、菌櫨は粉末さして、 アセトンに溶出 遁宮な合成培養基4令旨決定，した司自卸pも第3表に示
L、エ-ア Jルレ叫lι二特溶して抽H出iし得るo熱lじ二安定 す如〈であるq
1uo
oO 3時間漁熱で破壊さ札なhJd 放射賦薗の蛍宵l二不可棋なものは N.O.及び
No. 1141.寒天上じ灰白色、粉肢の般のある Pであり K.Fe. l\Ig. 及cX Nば等は之 t二弐<~，
際落そ形成、暗褐色水溶性色棄を原産する司馬 炭素器、は No.1154菌は薦槍を最遁さするが他
第 3表 倍抗放射賦菌の培養基成分
同|山臼IMg8臼
， 
菌株勢車電 KCl 
1091 2.0 ]，0 
1長1 2.0、 1.0 
115晶 2.0 1.0 
1166 2.0 1.0 
i.1主〉 恕位 g. 諸事溜水 l仰)CC pH 7.0 
(，&8) 
0.5 O.O 
0.5 ().5 
-0.5 0.5 
0.6 。‘b
-8-
I Fe80~ I Gl川…
。.1 20 ー
0.1 20 一
0.1 一 20 ， 
0.1 20 一
Pepton 
5.0 
6、0
、2.6
. 
• 
ーのS株は葡萄績が好遁である..pepton ~加へる
さ、費育が著しく旺盛になる。
4.抗菌物質の検定及び測定法
抗菌物質の検定法は種々あり、ペニシリンに
ついては、カップ法、又は稀稗法が用ひられてゐ
る様である。筆者警は、殺菌i慮紙に抗菌物質;夜
や含めて細菌混合寒天卒面上回透き阻止.帯金形
成さぜる方法、郎t)Paper methodを用ひた。
(Paper metho'd) 
(1)質検材料 (測定用措紙)東洋諸紙株式合
粧製 No叫2).旨直径 6.0mmの小園形に載り、殺
菌する。描紙に鉛筆で，1、く、番暁又は符親等伝
記し7之ものや作って置〈さ便利である。小型シ
ャーレに貯へる白
(培養基〉究の如き組成のプ司ヨン寒天を用
ひるo
，肉 z キ R 10.0g 
Eペプ トー;v 10.0 
〈食塩 6.0
1. 衝 液 L選尚舟鴻型E基tc同じ3
W 溜水 10地 c. pH=7:0 
〈測定用シャー ν〉 肉径7.0cm底面卒滑向色
のもの
(調~.定用細菌) &cterium sp. No.1，20J・本細菌
は測定に供する馬、筆者等の分離した停薗の一
種であPO芽胞や形成せ歩、プ4ヨン寒天主に
光葎ある薄い乗落を形成する。馬鈴薯寒天i二蓄を
育せ今、寒天上では10日前後で生活力会朱ふ司
華宵の遁温80-36・C.pH は弱アルカリ込好遁
さする。本菌は4種の括抗放射賦菌の抗菌物質
に鋭敏で且費育頗る蓮で 30-31)・CI二撤時間で
寒天上に奈落令認める。
(2)質強方法測定用細菌No.1209 -7:>混じ
た測定用培養基10ccそ常法の如しジャーレi二
流しτ卒面さする。突に被検波を取ら出し、無
菌操作によりピンセットで漣紙令挟み、被検液
l;浸す。措紙そ液から上ゆ、俄分の71<-7:>試験管
墜で去め寒天平面上じ置く。泌紙t二番誠ある揚
合は番蛾さ被検液ZEの醐係伝記録して置.<0終
れば‘シャー νはu6叩-40・0の定温器i二保つ.
語紙に含まれi.抗菌物質は浦紙から事天に漬散
し、固形に阻止帯金形成す，Oo400。に於ては
5-7時間で阻止帯を測定寸争事が出来るq縫っ
τ、雑菌の侵入を受ザても、雑菌の紫~J，旨認、め
る以前tこ‘担，)定や料る事が出来る。
(3)醤験上の注意
( ，，)泌紙は小型シヤー νi二入れ、夏i二中型
シャーレiこ入れて殺菌し‘使用しない時は清潔
な容器に保管し、吸漁や雑菌侵入の無い様i二す.・_-。_;:. 0 
(b)測定用細菌 No.12岬は1週間毎l二新
しいプ4ヨンに植え替へて死誠ぜしめない事
又、雑菌の侵入ぞ受りた揚舎は、その好温性さ
接育蓮度右手利用しτ、液韓培養縫償法マ純粋に
するこさが出来る。
〈σ〉測定期埼養基の pHは正確じ保たねば
ならない。酸性じなった揚合ゆ細菌は鷲育に時
間必要し、且阻止帯の大きは型化する。
(d)誌ヤー レに寒天-i>流しτ卒面さする時
は寒天居が}様になる様にする事。
ぐe)措紙に過剰あ被検波令官まぜるさ阻止
寄与が過大に覗れ、叉不規則形さなるから注意す
るこさ。
(f)シャー レ-i>定溢審構内に保った揚合は遁
常倒置しない。
(g)阻止帯の周織が高見知二浪〈現れる揖合
がある。培養時聞が長かった掛合は往々認めら
れる。之は阻止帯局織に於て酸素の供給が良い
錦、測定期細菌、の賛育居〈遁常寒天面の直下、
寒天居の中央上部にある)がシャーレ底面i二曲
つτ出来る震であるq寒天居を厚〈作払阻止
帯-i>形成せしめて、縦断面金作つτみれほ、そ
の立睡的A態を理解する事が出来る。
(h)被検波は抗菌物質以外の細菌t二割.vc
阻止作用告示す物質を含まぬ事一若し含有する
掛合は、その物質の阻止帯を測定し、誤差さし
て計算する事。
( i )敏検波の pHは中性さし、著し〈股性
又はアJレカり性に偏せしめない事司
(j)被検波は出来るt:tJ無菌さする.事、但
し完全無菌でなくても測定し得る。
(長〉畿検物が固瞳の揚合は、iJI紙-i>用ひ守
そのまま、寒天上に置しニの揚合は抗菌物質
の存否のみ令知わ得τ，その測定は行ひ得ない
( J')阻止帯佐保存するには、少量の脱脂綿
にフ才ル?りン~浸ませて入れ、シャーレぞ倒
置して置く。
-9- ('9) 
， 
5.構彊
(1)本報告はト?ト脊桔病菌〈煙車立枯病菌》
忍8ctenllm.soIanaceartnn E. F. Smith 1二針し、
姑説作用)io有する 4種の放射賦薗について、そ
の理出法、性質、抗菌物質さその測定法につい
ま遇ペたものであ~o
(2)措抗菌の選出じは、供試薗-I?卒面培養し
をの周囲に病菌ぞ流しτ、阻止帯を形成せしめ
る、m謂卒面培養法ぞ用ひ7こ。その結果、 No・
1υ91. 1141. 1154. 1166の4種の措抗放射紙
面a-2'得た。
(8) No. J.091 白色粉賦の乗落ぞ形成、 24-
封。opH. 7.0にて費育良好、抗菌物質は埼養
液及び歯樟じ含まれ、アセトンに溶出しp エー
テ)"に聴溶して抽出するこさが出来る。熱t二安
定である。
(4) No. 1141灰白色掛賦、 7F.溶性暗褐色色
来会形成す:)3800 pH7.0にて費育良好、抗菌
物質は培整液中t二含まれ、熱i二不安定。
(5) N(j・ 1154白色~桃赤色、勝敗、赤色色
素令産主主し、之は水、エーテ)1へ石油ペンジン
嬉iニ弔熔で、アルコール、クロロブずJレム、 ト
VJ.-才..JJ.等i二溶解するo30-00・opH 7.υで費
宵良好、炭素諒t二葡萄績や用ひては聖堂育弔良で
薦躍は良好である由抗菌物質は培養液及び歯・腫
tζ含まれ、 7ルカリ性メタノー-"'1二溶出し、ア
セトシや加っ、て沈積ぜしめ、て抽出し得.:to熱t二
比較岡安定である。
(6) No.116f;形態は No.1141に似るも、馬鈴
輔、米位を*1t分解しない。 33.:w施。CpH 7.0 
にて薩宵良好、抗菌物質は糟養液じ含まれ、熱
は石安定であるo • 
く7)Baet. sql阻腕。ぽ仰の他、特種の細菌類
〈司自萄航球菌、チフス菌、結核菌、 !枯E事面、大
描嗣)I二撃すする詰抗作用令質量会しすこ。
(8)合成培養基さしτ、NaNOs.KtHPo4. Mg 
鰍)...}(iコ1，FeSO.. GIUC06e. Sucrose. Pept岨・ f.e
j羽ひ、各薗祢最適の量~決定しすこ。
(~) iぇ商物質の検定2実び測定法さしτPBper
rltethod -i>周ひ，t:of!Il.も径6mmの小園形語紙に
被槍液々浸ませ、jj¥I)定期細菌 No.1209 f.e混じ
パプ4ヨシ寒天卒面土に置き、 38-40・C，こ5-
d 時間保って阻止帯の大さぞ測るoNo.1209は
筆者等の分障した測定期細菌で.芽胞を有しな
い再賦薗で、抗菌物質に衝する反応は鋭敏且迅
蓮である。
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